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教育･研修制度 開催時期、回数など 対象 目的 研修概要 備考

マツダ･ビジネスリーダー開発（MBLD） 年1回実施 国内･海外の全グループ社員
・トップマネジメントの意思伝達 
・全階層における、全社的視点を持ったビジネスリーダーの育成 
・企業文化・風土の変革

経営課題や将来の方向性などに関して、マネジメントからのメッセージ発信、
および全社員の主体的参画を通じた理解と実践の促進

2000年よりスタート。2012年度から毎年「ブランド
価値経営」をテーマとして実施

グローバルビジネスリーダープログラム 随時実施 国内･海外のマツダグループから選ばれた社員 リーダーシップ、視野拡大、戦略構想力を高め、
グローバルビジネスをリードする次世代の経営者候補の育成

経営トップとのコミュニケーション、
チームによる経営課題への取り組みなどの実践的な活動 2015年度からスタート

グローバル生産拠点人材育成プログラム 随時実施 海外生産拠点のマネジメント、技能系社員 海外生産拠点従業員への各階層基礎教育

・マネジメント研修
・監督者教育
・三役研修（生産・保全・改善）
・技能教育
・からくり改善研修

ー

階層別研修＊1 随時実施 事務･技術系社員 各階層の役割を再認識して、組織力の向上に向け、
自分がどのように活躍できるかを考える

・新入社員研修
・3年目研修
・等級6研修
・マネージャー・チーム長向け研修
・部長研修
各研修共に、異なる部門メンバーによるグループディスカッションを通して
意識改革を図る

ー

役割研修＊1 新任時 新任幹部社員、新任等級5（係長級）社員 管理者としての「自覚、責任感の醸成」「全社的視点の習得」を促し、
役割意識の転換を図る

Mazda Way、サステナビリティ、コンプライアンス、内部統制、
労務管理、人権、安全健康など ー

技能系リーダー研修＊1 随時実施 職長／職長補佐／班長候補者 各階層のリーダーとして、職場の業務遂行に必要な課題認識力、問題
解決力、管理改善手法、リーダーシップ力などを養う

･スーパーリーダー研修
･シニアリーダー研修
･チームリーダー研修
･ジュニアリーダー研修

ー

技能五輪教育訓練＊1 2年間／28名 社内から選抜された21歳未満の技能系社員 ･若手技能者の計画的な育成
･県･全国･世界の技能五輪競技大会への派遣選手の養成 技能五輪競技大会出場のための専門技能教育を実施

2022年度実績
曲げ板金　銅メダル 1名
車体塗装　銅メダル・敢闘賞 各1名

卓越技能者養成コース＊1＊2 随時実施 社内熟練技能者の中から選抜 卓越技能者の高度な技能の継承。「ものづくり」の核となる
高度な技（わざ）の維持･確保

･1名の伝承者が継承者2名に対して、2年間をかけて、教育訓練を実施
･伝承を終え、継承者を育てたと認定された者（技能マイスター）には、
  マイスターバッジを授与

1996年からの累計
卓越技能者養成コース修了者 140名
技能マイスター 69名
ものづくりマイスター 29名
広島県優秀技能者 22名
現代の名工 17名
黄綬褒章受章者 19名

アーク溶接技術教育訓練＊1 随時実施 溶接技能者
･県や全国大会への派遣選手の養成
･技能者として個人の成長やマツダの技能伝承、水準向上 溶接競技の全国大会出場のための専門技能教育を実施

1982年から開講（以下、累計人数）
全国大会優勝者 12名
入賞者 40名

＊1 マツダ単体の取り組み。
＊2 鋳物鋳鉄、ダイキャスト、鋳造、粉末合金、熱処理、機械加工、エンジン組立、車軸組立、ミッション組立、プレス、車体、塗装、車両組立の13分野に関し「残すべき24の伝承技能」を選定し、技能を伝承。

単位 2022年度

1人当たりの平均研修時間 時間/年 46.5

1人当たりの平均研修費 円/年 68,327

研修を受けた社員数（延べ人数） 名/年 15,864

教育研修実績 （単体）

主な教育・研修制度

人




